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１. 2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年3月期第1四半期 1,913,868 9.1 84,178 △21.5 112,634 △19.7 75,845 △14.7 67,875 △14.4 36,258 △33.4

2026年3月期第1四半期 1,754,137 0.0 107,205 △11.1 140,227 1.8 88,866 △12.9 79,268 △16.1 54,412 22.0

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2027年3月期第1四半期 25.51 －

2026年3月期第1四半期 28.50 －

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2027年3月期第1四半期 8,796,049 5,313,286 5,112,884 58.1

2026年3月期 8,730,854 5,715,847 5,492,689 62.9

２. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年3月期 － 32.00 － 35.00 67.00

2027年3月期 －

2027年3月期(予想) 37.00 － 37.00 74.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無



３. 2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,750,000 2.8 500,000 △9.5 553,000 △10.4 422,000 △13.4 382,000 △13.9 150.08

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有

（注）業績予想の修正については、本日（2026年７月31日)公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2027年3月期1Ｑ 2,910,979,691株 2026年3月期 2,910,979,691株

② 期末自己株式数 2027年3月期1Ｑ 403,942,048株 2026年3月期 219,039,381株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2027年3月期1Ｑ 2,661,121,906株 2026年3月期1Ｑ 2,781,428,110株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は

監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により、記載の予想数値と

異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．

当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想等の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法について）

当社は、2026年７月31日に証券アナリスト・機関投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で使用する資料については、同日

中に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

社会課題の深刻化、世界の多極化・多様化、人々の価値観の変化といった外部環境を踏まえ、デンソーグループ

は、2030年に向けてお客様価値をさらに高め続けるための新たな道標として、2030年中期経営計画「CORE 2030」

を策定しました。「CORE 2030」では、「モビリティから広がる未来社会を、人の可能性で実現する企業」を目指

す姿として掲げ、商品づくりの強化、モノづくりの革新、人づくり・パートナー共創を成長の柱に据えることで、

付加価値の向上による収益性の改善と、社会課題の解決を両立させる持続的な成長の実現を目指しています。

当第１四半期連結累計期間は、車両販売の増加や電動化・知能化製品の拡販等により、売上収益は１兆9,139億

円（前年同四半期比1,597億円増、9.1％増）となりました。営業利益は、円安の進行による増益影響があるもの

の、部材費等の高騰や将来成長に向けた投入の強化により、842億円（前年同四半期比230億円減、21.5％減）とな

りました。税引前四半期利益は1,126億円（前年同四半期比276億円減、19.7％減）、四半期利益は758億円（前年

同四半期比130億円減、14.7％減）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は679億円（前年同四半期比114億円減、

14.4％減）となりました。

セグメント別の業績については、日本の売上収益は、車両販売の増加により、１兆1,100億円（前年同四半期比

967億円増、9.5％増）、営業利益は、円安の進行や操業度差益があるものの、部材費等の高騰や将来成長に向けた

投入の強化により、76億円（前年同四半期比58億円減、43.3％減）となりました。

北米地域の売上収益は、車両販売の増加により、5,381億円（前年同四半期比648億円増、13.7％増）、営業利益

は、部材費等の高騰があるものの、合理化努力により、253億円（前年同四半期比27億円増、12.1％増）となりま

した。

欧州地域の売上収益は、円安の進行により、1,988億円（前年同四半期比118億円増、6.3％増）、営業損失は、

合理化努力があるものの、品質費用の発生により、86億円（前年同四半期は52億円の営業利益）となりました。

アジア地域の売上収益は、車両販売不振があるものの、円安の進行により、4,892億円（前年同四半期比303億円

増、6.6％増）、営業利益は、合理化努力があるものの、操業度差損や部材費等の高騰により、418億円（前年同四

半期比58億円減、12.2％減）となりました。

その他地域は、売上収益は370億円（前年同四半期比69億円増、23.0％増）、営業利益は73億円（前年同四半期

比17億円増、31.6％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産は、現金及び現金同等物の増加等により、前連結会計年度末に比べ652億円

増加し、８兆7,960億円となりました。負債は、社債及び借入金の増加等により、前連結会計年度末に比べ4,678億

円増加し、３兆4,828億円となりました。資本は、自己株式の取得等により、前連結会計年度末に比べ4,026億円減

少し、５兆3,133億円となりました。

（３）連結業績予想等の将来予測情報に関する説明

当期の通期連結業績予想につきましては、売上収益は、第１四半期の車両販売の増加影響及び円安の進行による

増収影響を織り込み、７兆7,500億円に上方修正いたします。営業利益は、第１四半期実績の操業度差益及び円安

の進行による利益増加影響があるものの、第１四半期に発生した銅・アルミ等の高騰による影響により、前回公表

値を据え置き5,000億円といたします。また、税引前利益は5,530億円、当期利益は4,220億円、親会社の所有者に

帰属する当期利益は3,820億円といたします。第２四半期以降の為替レートの前提は、１USD＝153円、１EUR＝180

円としております。

なお、上記の業績予想には、現時点での入手可能な情報に基づく将来の予測が含まれています。今後の事業運営

や為替の変動等内外の状況変化により、実際の業績が記載の予想数値と大幅に異なる可能性があります。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 1,189,126 1,429,125

営業債権及びその他の債権 1,412,240 1,250,658

棚卸資産 1,336,844 1,395,229

その他の金融資産 33,720 37,582

その他 170,875 206,552

流動資産合計 4,142,805 4,319,146

非流動資産

有形固定資産 2,060,068 2,061,082

使用権資産 57,863 57,442

無形資産 316,914 317,937

その他の金融資産 1,799,705 1,685,327

持分法で会計処理されている投資 136,656 138,859

退職給付に係る資産 86,427 87,222

繰延税金資産 81,102 79,854

その他 49,314 49,180

非流動資産合計 4,588,049 4,476,903

資産合計 8,730,854 8,796,049
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債及び資本

流動負債

社債及び借入金 237,402 328,116

営業債務及びその他の債務 1,292,736 1,278,883

その他の金融負債 45,378 43,797

未払法人所得税 73,501 28,821

引当金 233,350 232,589

その他 101,878 120,335

流動負債合計 1,984,245 2,032,541

非流動負債

社債及び借入金 573,880 1,025,085

その他の金融負債 30,537 29,845

退職給付に係る負債 208,648 209,844

引当金 1,423 1,448

繰延税金負債 195,856 163,063

その他 20,418 20,937

非流動負債合計 1,030,762 1,450,222

負債合計 3,015,007 3,482,763

資本

資本金 187,457 187,457

資本剰余金 271,726 271,163

自己株式 △437,244 △750,264

その他の資本の構成要素 1,548,435 1,510,688

利益剰余金 3,922,315 3,893,840

親会社の所有者に帰属する持分 5,492,689 5,112,884

非支配持分 223,158 200,402

資本合計 5,715,847 5,313,286

負債及び資本合計 8,730,854 8,796,049
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

(要約四半期連結損益計算書)

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上収益 1,754,137 1,913,868

売上原価 △1,508,446 △1,667,486

売上総利益 245,691 246,382

販売費及び一般管理費 △138,875 △163,954

その他の収益 5,202 6,188

その他の費用 △4,813 △4,438

営業利益 107,205 84,178

金融収益 34,226 31,733

金融費用 △4,996 △8,280

為替差損益 3,928 △358

持分法による投資損益 △136 5,361

税引前四半期利益 140,227 112,634

法人所得税費用 △51,361 △36,789

四半期利益 88,866 75,845

四半期利益の帰属

親会社の所有者に帰属 79,268 67,875

非支配持分に帰属 9,598 7,970

(単位：円)

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益 28.50 25.51

希薄化後１株当たり四半期利益 － －
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(要約四半期連結包括利益計算書)

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期利益 88,866 75,845

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

FVTOCIに指定した資本性金融商品への投資に
よる損益

△3,135 △82,147

確定給付制度の再測定 551 △3,413

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対す
る持分

25 4

合計 △2,559 △85,556

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △31,284 43,694

キャッシュ・フロー・ヘッジ損益 833 949

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対す
る持分

△1,444 1,326

合計 △31,895 45,969

その他の包括利益合計 △34,454 △39,587

四半期包括利益 54,412 36,258

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者に帰属 45,674 27,085

非支配持分に帰属 8,738 9,173
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（３）要約四半期連結持分変動計算書
(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

FVTOCIに指定

した資本性金

融商品への投

資による損益

確定給付制度

の

再測定

在外営業

活動体の

換算差額

2025年４月１日残高 187,457 275,797 △189,428 706,643 － 490,217

四半期利益 － － － － － －

その他の包括利益 － － － △3,021 550 △31,956

四半期包括利益 － － － △3,021 550 △31,956

自己株式の取得 － － △118,593 － － －

自己株式の処分 － △9 523 － － －

配当金 － － － － － －

譲渡制限付株式報酬 － － － － － －

子会社に対する所有者持分の変動 － － － － － －

利益剰余金への振替 － － － △55,885 △550 －

利益剰余金から資本剰余金への振替 － 263 － － － －

売却目的で保有する資産に関連する

その他の包括利益の振替
－ － － △34,708 － －

その他の増減 － － － 14 － －

所有者との取引額合計 － 254 △118,070 △90,579 △550 －

2025年６月30日残高 187,457 276,051 △307,498 613,043 － 458,261

2026年４月１日残高 187,457 271,726 △437,244 855,100 － 691,511

四半期利益 － － － － － －

その他の包括利益 － － － △81,841 △2,984 43,086

四半期包括利益 － － － △81,841 △2,984 43,086

自己株式の取得 － － △313,586 － － －

自己株式の処分 － － － － － －

配当金 － － － － － －

譲渡制限付株式報酬 － 256 566 － － －

子会社に対する所有者持分の変動 － － － － － －

利益剰余金への振替 － － － 59 2,984 －

利益剰余金から資本剰余金への振替 － － － － － －

売却目的で保有する資産に関連する

その他の包括利益の振替
－ － － － － －

その他の増減 － △819 － － － －

所有者との取引額合計 － △563 △313,020 59 2,984 －

2026年６月30日残高 187,457 271,163 △750,264 773,318 － 734,597
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(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計

その他の資本の構成要素 売却目的で

保有する資

産に関連す

るその他の

包括利益

利益剰余金 合計キャッシュ・

フロー・

ヘッジ損益

合計

2025年４月１日残高 △1,406 1,195,454 115,884 3,393,102 4,978,266 210,652 5,188,918

四半期利益 － － － 79,268 79,268 9,598 88,866

その他の包括利益 833 △33,594 － － △33,594 △860 △34,454

四半期包括利益 833 △33,594 － 79,268 45,674 8,738 54,412

自己株式の取得 － － － － △118,593 － △118,593

自己株式の処分 － － － － 514 － 514

配当金 － － － △90,157 △90,157 △31,672 △121,829

譲渡制限付株式報酬 － － － － － － －

子会社に対する所有者持分の変動 － － － － － － －

利益剰余金への振替 － △56,435 － 56,435 － － －

利益剰余金から資本剰余金への振替 － － － △263 － － －

売却目的で保有する資産に関連する

その他の包括利益の振替
－ △34,708 34,708 － － － －

その他の増減 － 14 － － 14 － 14

所有者との取引額合計 － △91,129 34,708 △33,985 △208,222 △31,672 △239,894

2025年６月30日残高 △573 1,070,731 150,592 3,438,385 4,815,718 187,718 5,003,436

2026年４月１日残高 1,824 1,548,435 － 3,922,315 5,492,689 223,158 5,715,847

四半期利益 － － － 67,875 67,875 7,970 75,845

その他の包括利益 949 △40,790 － － △40,790 1,203 △39,587

四半期包括利益 949 △40,790 － 67,875 27,085 9,173 36,258

自己株式の取得 － － － － △313,586 － △313,586

自己株式の処分 － － － － － － －

配当金 － － － △94,222 △94,222 △31,778 △126,000

譲渡制限付株式報酬 － － － － 822 － 822

子会社に対する所有者持分の変動 － － － － － △151 △151

利益剰余金への振替 － 3,043 － △3,043 － － －

利益剰余金から資本剰余金への振替 － － － － － － －

売却目的で保有する資産に関連する

その他の包括利益の振替
－ － － － － － －

その他の増減 － － － 915 96 － 96

所有者との取引額合計 － 3,043 － △96,350 △406,890 △31,929 △438,819

2026年６月30日残高 2,773 1,510,688 － 3,893,840 5,112,884 200,402 5,313,286
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 140,227 112,634

減価償却費 92,182 95,925

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △896 1,083

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 231 △769

受取利息及び受取配当金 △33,321 △31,497

支払利息 3,522 5,838

為替差損益（△は益） △50 2,162

持分法による投資損益（△は益） 136 △5,361

有形固定資産の除売却損益（△は益） 1,410 1,680

売上債権の増減額（△は増加） 76,329 174,806

棚卸資産の増減額（△は増加） △16,779 △47,187

仕入債務の増減額（△は減少） △9,183 △55,185

引当金の増減額（△は減少） △37,662 △1,388

その他 41,976 28,341

小計 258,122 281,082

利息の受取額 9,130 7,098

配当金の受取額 26,665 26,420

利息の支払額 △3,629 △4,892

法人所得税の支払額 △125,911 △70,750

営業活動によるキャッシュ・フロー 164,377 238,958

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 22,771 △2,340

有形固定資産の取得による支出 △86,537 △88,746

有形固定資産の売却による収入 2,552 1,304

無形資産の取得による支出 △14,937 △13,872

資本性金融商品の取得による支出 △113 △1,022

負債性金融商品の取得による支出 △142 △157

資本性金融商品の売却による収入 143,903 1,236

負債性金融商品の売却又は償還による収入 277 213

子会社又はその他の事業の取得による収支 － △2,273

その他 △7,182 △1,111

投資活動によるキャッシュ・フロー 60,592 △106,768

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 59,030 9,833

借入金による調達額 118,785 447,568

借入金の返済による支出 △6,748 －

リース負債の返済による支出 △6,310 △6,082

社債の発行による収入 － 80,725

配当金の支払額 △90,157 △94,222

非支配持分への配当金の支払額 △31,672 △31,778

自己株式の取得による支出 △118,593 △313,586

自己株式取得のための預託金の増減額（△は増加） 18,594 －

その他 416 215

財務活動によるキャッシュ・フロー △56,655 92,673

現金及び現金同等物に係る換算差額 △17,576 15,136

現金及び現金同等物の増加額 150,738 239,999

現金及び現金同等物の期首残高 986,531 1,189,126

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,137,269 1,429,125
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

要約四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成

基準第５条第２項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第５条第５項に定める記載の省略が適用されている）に

準拠して作成している。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

① 一般情報

報告セグメントの識別方法、各報告セグメントが営む事業の内容及びセグメント利益の測定基準について

は、当第１四半期連結累計期間において重要な変更はありません。

② セグメントごとの売上収益、利益又は損失に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

(単位：百万円)

報告セグメント その他
(注)

消去又は
全社

連結
日本 北米 欧州 アジア 計

売上収益

外部顧客への
売上収益

706,619 470,541 168,464 378,454 1,724,078 30,059 － 1,754,137

セグメント間の内部
売上収益

306,670 2,689 18,471 80,506 408,336 60 △408,396 －

計 1,013,289 473,230 186,935 458,960 2,132,414 30,119 △408,396 1,754,137

セグメント利益又は損失 13,343 22,580 5,215 47,661 88,799 5,509 12,897 107,205

金融収益 34,226

金融費用 △4,996

為替差損益 3,928

持分法による投資損益 △136

税引前四半期利益 140,227

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、南米等の現地法人の事業活動を含ん

でいます。

当第１四半期連結累計期間（自 2026年４月１日 至 2026年６月30日）

(単位：百万円)

報告セグメント その他
(注)

消去又は
全社

連結
日本 北米 欧州 アジア 計

売上収益

外部顧客への
売上収益

768,768 534,541 180,442 393,133 1,876,884 36,984 － 1,913,868

セグメント間の内部
売上収益

341,265 3,530 18,315 96,084 459,194 61 △459,255 －

計 1,110,033 538,071 198,757 489,217 2,336,078 37,045 △459,255 1,913,868

セグメント利益又は損失 7,566 25,301 △8,617 41,826 66,076 7,252 10,850 84,178

金融収益 31,733

金融費用 △8,280

為替差損益 △358

持分法による投資損益 5,361

税引前四半期利益 112,634

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、南米等の現地法人の事業活動を含ん

でいます。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年7月31日

株式会社デンソー

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ
名 古 屋 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 奥 田 真 樹

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 重 光 哲 郎

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 三 輪 篤 史

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社デンソーの2026年4月1日から2027年3月31日

までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2026年4月1日から2026年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間

（2026年4月1日から2026年6月30日まで）に係る要約四半期連結財務諸表、すなわち、要約四半期連結財政状態計算書、

要約四半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算書、要約四半期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所及び株式

会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第5条第2項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第5条第5項に

定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認め

られなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「要約四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査

に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上

の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

要約四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第5条第2項

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第5条第5項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して要約四半期連

結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作

成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

要約四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき要約四半期連結財務諸表を作成す

ることが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の

作成基準第5条第2項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第5条第5項に定める記載の省略が適用されている。）に基

づき、継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

要約四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から要約四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、要約四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引

所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第5条第2項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第5条第5項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書にお

いて要約四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する要約四半期連結財務諸

表の注記事項が適切でない場合は、要約四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況に

より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 要約四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第5条第2項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第5条第5項に定める記載の省略が適用さ

れている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 要約四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、要約四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、

単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。


